
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■想像を絶する流木・土砂被害 

 7 月、福岡・大分を襲った豪雨

災害。流域市街地を覆いつくした

大量の流木・土砂の映像は、私た

ちに衝撃をあたえました。 
 報道では、発生した流木は 36
万㎥、流出した土砂は 120 万㎥に

もおよびます。 

自治体の議会で立野ダム問題が

取り上げられるなどの動きが起

こっています。 
 やまべ議員は、本市としても、

国に住民説明会の開催など、流域

住民にしっかりと説明を果たす

よう求めていくべきだと訴えま

した。 

 国に対し住民が繰り返し説明

の場を求めてきたことで、国交省

はやっと、直接住民に説明する現

地見学会を開催しました。 
しかし、この会においても国は

自身の見解を説明するにとどま

り、住民の疑問に真摯に答えるも

のとなっていません。また市民団

体からの 6 回にわたる質問状に

対しても一切答えていません。 
 こうしたなか、このような国の

姿勢に対し疑問を呈する新聞記

事が繰り返し報道されたり、流域

ＮＯ．１０６４ 
２０１７年９月１７日 
電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

熊本市中央区手取本町１-１ 3 階 
   

メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 
HP：http://www.jcp-kumamoto.com/ 
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■技術委員会―検証のやり直しを 

 また、昨年わずか 3 回の検証会

議で、ダム建設予定地は問題ない

とした技術委員会の報告が、その

後の土砂崩落の発生により、大き

く食い違ってきていることに対

し、検証のやり直しを求めること

をあわせて質しました。 
 これに対して市長は「ダムの事

業主体は国であるので、言及する

立場にない」として答弁を避けま

した。 

 やまべ議員は、熊本地震やその

後の大雨で、斜面崩壊や杉山の崩

落が起こった地域に建設される立

野ダムについて、この豪雨災害並

みの流木・土砂の発生を想定して

いるか、またダムが耐えられるの

か、大西市長に質しました。 
 
 
 
 
 

 やまべ議員は、一方で市長が「立

野ダム建設促進期成会」の会長と

してダム建設推進の立場であるこ

とをふまえ、市長にも住民の立場

に立ってダムの安全性や疑問に対

して説明を尽くす責任があること

を指摘しました。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
入会児童数は、年々増加、直近の

５年間で 1,260 人増、約 1.3 倍にな

っています。一人当たりの施設面積

が狭隘になった施設も多く見受けら

れます。 
 熊本市の条例による面積基準は、

ひとりあたり 1.125 ㎡です。国の基

準は、ひとりあたり 1.65 ㎡です。 
予算決算委員会の総括質疑で上野

みえこ議員は、市としても面積基準 
 
 
 入会児童数の増加で、市は指導員

確保に苦労しています。指導員の確

保と、保育の質の向上のためにも、

指導員の処遇改善が必要です。 
 指導員の報酬は時給８７０円です。

市役所内の職種で時給計算となって

いる中で、最低の金額です。指導員

確保と処遇改善のためにも、是非引

き上げを検討すべきです。 
 教育長は、「人材確保の面からも給

与体系の改善を含めた研究を行って

いきたい」と答弁しました。 
 

 
 
 
 
 
を国水準へと引上げ、ゆとりある施

設環境を整備するよう求めました。 
教育長は、「国基準の充足をめざし

ている。一層の施設環境整備に取り

組んでいく。」と答弁しました。 
国より低い現行基準でも、80 ヵ所の

うち 35 ヵ所（4 割以上）の施設が基

準を満たしていません。早急に、改

善に取り組んでほしいものです。 
 
 
 
 市長へは、他都市では当たり前に

なっている交通費の実費支給をはじ

め、低い賃金の引き上げ、昇給・一

時金・退職手当等の支給等、検討を

求めました。 
 その他、離れた校区から通勤して

くる指導員の駐車スペース確保など

も求めました。 
 
 
 
 
 

児童育成クラブ  ゆとりある施設の確保と 

指導員の処遇改善を 

 

入会児童数の増加で窮屈な状態、施設面積の拡充を 

低い育成クラブ指導員の賃金引き上げ、処遇改善を 
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熊本地震 仮設住宅から恒久的な住まいへ 

仮設入居者の最後の一人まで親身な支援を！ 
 ９月議会の総括質疑で、なすまどか議員は、熊本地震で被災し、仮設

住宅で生活している全ての被災者に対して、恒久的な住まいへの移行を

保障するよう求めました。大西市長は、「全ての仮設住宅等入居者の恒

久的な住まいへの移行に万全を尽くしていく」と答弁しました。 

仮設入居世帯の３割が市営住宅への入居を希望 
 仮設住宅等の入居者に対し、

市が実施した調査では、市営住

宅へ入居を希望している世帯

が、２９％に上ることが明らか

になりました（回答数４５０９

世帯のうち１２９５世帯）。 
 現在は、約１０７００世帯が

仮設住宅等に入居をされている

ので、約３０００世帯が市営住

宅への入居を希望していること

が推測されます。 
 質疑では、仮設退去後の住宅

の確保について、どのように整

備していくのか質しました。市

からは「新たに災害公営住宅を

１５０戸整備（今後、戸数を増

やす方針）するとともに、既存

の市営住宅において、年間５０

０～６００世帯の退去が見込

まれることからこうした部屋

を活用していくこと、修繕を行

えば利活用できる部屋約５０

０戸を順次整備していく」との

答弁がありました。 

市営住宅に入れない方には家賃の差額補助制度を！ 
 仮設住宅から恒久的な住まい

への移行を進めていくうえで、

市は市営住宅などを活用してい

く方針です。しかし、現在住ん

でいる校区には市営住宅がな

く、仮設からの市営住宅に移行

したとしても、子どもが転校し

なければならないなどの相談も

寄せられています。 
 質疑では、子どもの転校など、

様々な事情で市営住宅等に移行

することができない世帯に対し

て、民間の賃貸住宅を活用し、市

営住宅家賃との差額を補助する

制度を創設するなど、一人ひとり

に寄り添った対応を求めました。 
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